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ら
、
技
術
委
員
の
採
点
に
よ

り
最
優
秀
１
編
、
優
秀
発
表

賞
２
編
が
選
ば
れ
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
間

山
一
典
・
会
長
（
日
水
コ
ン

社
長
）
は
、「
日
本
水
道
協

会
主
催
の
水
道
研
究
発
表
会

の
予
稿
集
を
見
て
い
た
ら
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
発
表
が

20
件
以
上
あ
っ
た
。
協
会
内

部
で
研
鑽
を
積
み
、
さ
ら
に

そ
れ
を
外
に
向
け
て
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
存

在
価
値
を

高
め
る
こ

と

に

な

る
。
今
年

は
水
道
行

政
が
国
土

交
通
省
に

移
管
さ
れ

上
下
水
道

の
一
体
化

と
も
言
わ

れ
て
い
る

　

日
さ
く
は
さ
き
ご
ろ
、
今

年
度
の
社
内
技
術
発
表
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
培
っ
て

き
た
経
験
を
糧
に
し
て
、

日
々
技
術
力
向
上
に
努
め
よ

う
！
」
で
、
全
国
の
各
事
業

所
・
各
部
門
か
ら
12
人
の
社

員
が
発
表
し
、
約
１
５
０
人

の
社
員
が
聴
講
し
た
。

　

同
発
表
会
は
、
定
期
的
に

集
合
形
式
で
開
催
し
て
い
た

が
、
２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
を
断
念
、
21
年

度
か
ら
は
中
堅
・
若
手
社
員

に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企
画

し
当
日
の
進
行
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
形
式
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
で
４
回
目
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
が
、

前
回
か
ら
の
改
善
点
と
し

て
、
事
前
に
予
稿
集
を
社
内

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載

し
、
事
前
に
質
問
を
受
け
付

け
る
こ
と
で
、
発
表
者
が
あ

ら
か
じ
め
回
答
を
準
備
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
当
日
の
進
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
な
ど
の
成
果

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
聴
講
は
自

由
参
加
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
役
職
や
雇
用
形
態
、

技
術
職
、
事
務
職
を
問
わ

ず
、
全
役
員
・
従
業
員
の
半

数
が
参
加
し
た
。
同
社
が
目

指
す
「
役
職
・
立
場
に
か
か

わ
ら
ず
だ
れ
で
も
臆
さ
ず
挑

戦
で
き
る
環
境
」
の
構
築
に

向
け
た
機
運
の
高
ま
り
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。

　

最
優
秀
賞
１
編
と
優
秀
賞

２
編
は
、
聴
講
者
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
決
定
し
、

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
た
。
表
彰
状
の
文
面
は
若

林
直
樹
・
社

長
が
受
賞
者

一
人
ひ
と
り

へ
の
期
待
を

込
め
て
作
成

し
た
。
若
林

社
長
は
、「
発

表
者
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す

る
手
法
を
学

ん
で
お
り
、

成
長
し
て
い

る
こ
と
を
感

じ
た
。
今
後

は
、
聴
講
者

が
発
表
内
容
や
方
法
を
各
自

の
業
務
に
活
用
す
る
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
発
表
し
て
も

ら
う
と
、
発
表
会
と
し
て
よ

り
成
果
が
得
ら
れ
る
と
思

う
。
各
自
が
取
り
組
ん
で
い

る
技
術
や
業
務
が
、
地
域
や

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
、
多
く
の
人

に
喜
ば
れ
、
満
足
し
て
い
た

だ
く
仕
事
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
は
次

の
通
り
。

　

▽
最
優
秀
賞
＝
「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

上
越
地
域
の
地
す
べ
り
観
測

事
例
」（
上
越
支
店
・
沼
澤

輝
久
氏
）
▽
優
秀
賞
＝
「
工

事
現
場
に
お
け
る
水
中
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
」（
仙
台
支

店
・
後
藤
匠
氏
）、「
総
務
課

１
年
目
の
業
務
と
取
り
組

み
」（
総
務
部
・
内
薗
朱
音
氏
）

オンライン形式で開催した技術発表会

経
験
糧
に
技
術
力
向
上
へ

社
内
技
術
発
表
会
を
開
催

日
さ
く

　

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
こ
の
ほ
ど
、

第
34
回
技
術
研
究
発
表
会
を

都
内
で
開
催
し
た
。
水
道
分

野
、
下
水
道
分
野
を
合
わ
せ

た
17
編
の
発
表
論
文
の
中
か

は
等
ピ
ッ
チ
式
と
中
抜
き
式

の
２
種
類
で
行
い
、
ド
ロ
ッ

プ
シ
ャ
フ
ト
内
の
流
況
に
つ

い
て
、
流
速
ベ
ク
ト
ル
と
流

速
分
布
で
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
、
解
析
を
行
う
う

え
で
の
課
題
や
留
意
点
も
整

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
後
、

気
液
混
相
流
の
解
析
を
行
う

こ
と
で
、
雨
水
が
流
入
す
る

際
に
連
行
す
る
空
気
の
影
響

に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
浮

上
・
飛
散
防
止
や
、
貯
留
管

の
排
気
対
策
へ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

優
秀
発
表
賞
は
、
Ｎ
Ｊ
Ｓ

九
州
総
合
事
務
所
下
水
道
部

の
酒
井
重
宏
さ
ん
が
発
表
し

た
「
運
転
実
績
を
踏
ま
え
た

施
設
設
計
諸
元
の
評
価
及
び

施
設
規
模
検
討
事
例
」、
Ｎ

Ｊ
Ｓ
水
道
本
部
企
画
戦
略
部

の
及
田
清
佳
さ
ん
が
発
表
し

た
「
官
民
連
携
手
法
を
活
用

し
た
簡
易
水
道
事
業
創
設
時

の
経
営
基
盤
強
化
に
関
す
る

事
例
報
告
」。

　

酒
井
さ
ん
の
研
究
は
、
運

転
実
績
か
ら
設
計
諸
元
値
を

見
直
し
て
処
理
能
力
を
評
価

す
る
た
め
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
濃

度
に
お
け
る
反
応
タ
ン
ク
と

最
終
沈
殿
池
の
処
理
可
能
水

量
を
試
算
し
、
処
理
能
力
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
施
設

規
模
を
検
討
し
た
も
の
。
今

後
、
人
口
減
少
や
統
廃
合
な

ど
に
よ
り
施
設
規
模
を
見
直

す
事
例
は
多
く
な
る
と
考
え

ら
れ
、
事
業
計
画
の
見
直
し

や
再
構
築
業
務
の
効
率
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

及
田
さ
ん
の
研
究
は
、
伊

豆
の
国
市
で
創
設
し
た
簡
易

水
道
事
業
に
つ
い
て
、
官
民

連
携
を
活
用
し
経
営
基
盤
を

安
定
化
さ
せ
た
事
例
。
経
営

基
盤
が
脆
弱
な
簡
易
水
道
事

業
は
全
国
に
散
見
さ
れ
、
同

様
の
課
題
を
抱
え
た
事
業
体

の
経
営
改
善
に
お
い
て
有
効

な
事
例
紹
介
で
あ
る
と
さ
れ

た
。

水道・下水道の各分野から発表がな
された第34回技術研究発表会

が
、
水
道
・
下
水
道
の
両
方

の
技
術
を
有
す
る
協
会
は
実

は
稀
な
存
在
。
今
日
は
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、
水

道
と
下
水
道
の
発
表
を
通
じ

て
互
い
を
知
る
機
会
と
し

て
、
ま
た
交
流
の
場
と
し
て

も
有
意
義
な
時
間
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待

し
た
。　

　

最
優
秀
発
表
賞
の
「
Ｏ
ｐ

ｅ
ｎ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
を
使
っ
た
ド

ロ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト
内
水
流
可

視
化
の
試
み
」
を
発
表
し
た 

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
水
環
境
技
術
本
部
の
金
井

あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
ド
ロ
ッ
プ

シ
ャ
フ
ト
内
の
流
況
を
可
視

化
す
る
た
め
に
は
気
液
混
相

流
の
解
析
が
必
要
と
考
え
、

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
Ｏ
ｐ
ｅ

ｎ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
を
使
っ
て
ド

ロ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト
内
の
流
れ

を
解
析
し
、
流
線
や
流
速
の

可
視
化
を
試
み
た
。

　

受
賞
理
由
と
し
て
、
解
析

間山会長

技
術
研
究
発
表
会
で
17
編
の
成
果

最
優
秀
賞
は
ド
ロ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト
内
の
水
流
可
視
化

水
コ
ン
協

緊急災害水支援チームＥＷＡＴを発足緊急災害水支援チームＥＷＡＴを発足

　

水
道
機
工
は
、
同
社
独
自

の
緊
急
災
害
水
支
援
チ
ー

ム
「
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
イ
ー
ワ
ッ

ト
）」
を
発
足
し
た
。
災
害

時
の
水
供
給
に
必
要
と
な
る

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
構
築

と
、
非
常
災
害
用
造
水
装
置

の
活
用
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
く
。
古
川
徹
・
社
長
は

「
こ
の
８
月
に
創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
新
た
に
策
定

し
た
『
１
０
０
年
先
も
人
と

地
球
を
つ
な
ぐ
情
熱
で
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
環
境
を
技
術
と

製
品
で
創
造
し
、
社
会
に
貢

献
し
ま
す
』
と
い
う
企
業
理

念
の
も
と
、
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
水
を
通
じ

社
会
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
グ
ル
ー
プ
で
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

当
社
で
は
、
災
害
時
の
水
に

関
す
る
課
題
や
頻
発
化
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
を
踏
ま

え
、
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
設
立
し
、

ＥＷＡＴの設立目的を説明した（左から）鷹栖本
部長、古川社長と、特任隊長に就任した富田さん

お披露目したＥＷＡＴのユニフォーム

ワークショップで非常災害用浄水装置を
使って水づくりを体験する小学生

国
や
自
治
体
と
連
携
し
、
当

社
独
自
の
非
常
災
害
用
造
水

装
置
『
マ
ク
セ
ス
・
セ
イ
フ

テ
ィ
』
な
ど
を
活
用
し
て
災

害
時
の
断
水
被
害
対
策
や
緊

急
的
な
飲
料
水
の
確
保
を
目

的
に
活
動
し
て
い
く
」
と
強

調
し
た
。

　

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、「
Ｅ
ｍ
ｅ

ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ　

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ

ｒ　

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」
の
略
。
水

処
理
事
業
本
部
長
を
総
責
任

者
、
工
事
部
長
を
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ

隊
長
と
し
、
機
器
製
品
担

当
、
現
場
対
応
担
当
、
支
援

窓
口
、
プ
ラ
ン
ト
技
術
担

当
、
予
算
担
当
の
５
部
門
か

ら
な
る
組
織
。
災
害
時
の
指

揮
命
令
系
統
が
確
立
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
支
援
可
否
の

検
討
か
ら
派
遣
社
員
の
選

出
、
機
器
手
配
が
迅
速
に
な

り
、
早
期
に
現
地
で
の
支
援

開
始
が
可
能
に
な
る
。
ま

た
、
神
奈
川
県
に
あ
る
プ
ロ

ダ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
１
時
間

に
最
大
２
㌧
の
原
水
を
ろ
過

可
能
な
マ
ク
セ
ス
・
セ
イ
フ

テ
ィ
７
台
を
専
用
機
材
と
し

て
常
備
す
る
ほ
か
、
ト
レ

ロ
ー
ム
や
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
な

ど
合
わ
せ
て
合
計
19
台
の
造

水
装
置
を
災
害
支
援
に
活
用

可
能
な
状
態
で
整
備
す
る
。

　

８
月
27
日
に
は
、
東
京
都

世
田
谷
区
の
本
社
で
「
Ｅ
Ｗ

Ａ
Ｔ
」
の
設
立
発
表
会
を
開

き
、
古
川
社
長
や
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ

の
総
責
任
者
の
鷹
栖
茂
幸
・

取
締
役
水
処
理
事
業
本
部
長

が
設
立
の
背
景
や
目
的
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
し

た
ほ
か
、
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
披
露
し
た
。

　

古
川
社
長
は
「
当
社
は
水

処
理
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
か
ら

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
運
転
管
理

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

で
き
、
水
道
業
界
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
製
品
点
数
を
誇
り
、

日
本
の
水
道
水
の
57
％
に
当

社
の
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
当
社
と
水
機
テ

ク
ノ
ス
を
合
わ
せ
て
全
国
に

31
カ
所
の
拠
点
が
あ
り
、
自

治
体
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
」
と
同
社
の
強
み
を
紹

介
し
、
こ
の
強
み
を
災
害
支

援
で
も
生
か
し
て
い
く
と
し

た
。

　

鷹
栖
取
締
役
は
設
立
の
背

景
に
つ
い
て
「
企
業
は
支
援

の
準
備
は
し
て
い
る
が
勝
手

な
行
動
で
混
乱
が
生
ま
れ
な

い
よ
う
自
体
か
ら
の
要
請
待

ち
。
能
登
半
島
地
震
の
災
害

支
援
活
動
の
際
に
は
『
こ
う

い
う
装
置
が
あ
る
と
い
う
事

を
、
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い

れ
ば
』
と
い
う
自
治
体
職
員

の
方
の
声
を
聴
く
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自
治

体
側
の
ニ
ー
ズ
と
企
業
側
の

『
要
請
待
ち
』
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
災
害
派
遣
チ
ー
ム
『
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
』
の
よ
う
に
、
水
道

分
野
に
お
い
て
も
自
治
体
に

見
え
る
形
で
体
制
を
築
く
こ

と
、
災
害
支
援
専
門
ス
タ
ッ

フ
を
育
成
し
て
組
織
で
ノ
ウ

ハ
ウ
化
が
図
っ
て
い
く
こ
と

が
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え

た
」
と
説
明
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
の
支
援
活

動
で
は
、
要
請
か
ら
３
日
で

現
地
に
造
水
装
置
を
設
置
し

た
が
、
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
設
立
に
よ

り
、
こ
の
初
動
の
速
さ
を
い

つ
で
も
担
保
可
能
な
社
内
体

制
を
構
築
し
た
。
自
治
体
か

ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
機
械

設
計
、電
気
設
計
、オ
ベ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
水
質
な
ど
各
分
野

に
知
見
を
持
つ
社
員
を
選
出

し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
支
援

を
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制

を
整
え
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
と
の
通
常
の

取
引
や
広
報
活
動
を
通
じ
て

Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
周
知
す
る
。
ま

た
、
自
治
体
の
要
請
に
応
じ

て
、
災
害
支
援
活
動
を
展
開

し
、
得
ら
れ
た
経
験
を
踏
ま

え
て
製
品
や
組
織
の
強
靭

化
、
共
有
知
化
を
進
め
て
い

く
。
第
２
ス
テ
ッ
プ
で
は
、

共
有
知
化
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

業
界
団
体
な
ど
を
通
じ
て
他

社
に
も
公
開
し
て
い
く
ほ

か
、
自
治
体
と
連
携
協
定
を

結
び
よ
り
深
度
化
し
た
災
害

支
援
体
制
を
検
討
す
る
。
第

３
ス
テ
ッ
プ
で
は
産
業
界
の

上
部
団
体
や
国
、
県
レ
ベ
ル

で
体
制
を
築
い
て
い
く
た
め

の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で

の
支
援
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

を
踏
ま
え
て
、
マ
ク
セ
ス
・

セ
イ
フ
テ
ィ
の
改
良
・
改
善

を
進
め
て
い
く
と
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
会
に
は
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
経
験
を

持
つ
福
島
県
出
身
の
俳
優

で
、
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｔ
特
任
隊
長
に

就
任
し
た
富
田
望
生
さ
ん
が

登
壇
。
自
身
の
経
験
を
踏
ま

え
、
災
害
時
の
水
の
大
切
さ

を
強
調
す
る
と
と
も
に
「
期

待
と
大
き
な
見
守
り
を
も
っ

て
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

発
表
会
終
了
後
に
は
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
浄
水
処

理
の
仕
組
み
や
災
害
時
の
水

の
重
要
性
を
ク
イ
ズ
な
ど
を

交
え
て
説
明
し
た
ほ
か
、
Ｅ

Ｗ
Ａ
Ｔ
隊
員
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
実
際
に
非
常
災
害

用
造
水
装
置
を
動
か
し
た
。

小
学
生
か
ら
は
「
勉
強
に

な
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
同

社
で
は
、
今
後
も
同
様
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

水
道
へ
の
理
解
に
つ
な
げ
て

い
く
考
え
だ
。

災
害
時
の
水
供
給
の
迅
速
化
へ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
０
１
取
得

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

中

央

設

計

技
術
研
究
所

　

中
央
設
計
技
術
研
究
所
は

８
月
28
日
、
同
社
が
掲
げ
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
方
針
に

基
づ
き
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７

０
０
１
」
の
認
証
を
取
得
し

た
。

　

認
証
範
囲
は
、
下
水
道
、

上
水
道
、
工
業
用
水
道
、
建

設
環
境
、
廃
棄
物
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
運
用

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
。

　

同
社
で
は
「
お
客
様
か
ら

い
た
だ
く
情
報
や
社
員
の
情

報
を
適
切
に
管
理
し
、
お
客

様
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
と
社
員
が
安
心
し
て
活
躍

で
き
る
職
場
環
境
を
確
保

し
、
社
会
環
境
整
備
に
引
き

続
き
貢
献
し
て
い
く
」
と
し

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０

０
１
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の
確
立
・

実
施
・
維
持
・
継
続
的
な
改

善
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
リ

ス
ク
対
応
を
実
現
す
る
た
め

の
要
求
事
項
を
定
め
た
も

の
。

　

認
証
取
得
に
よ
り
、
情
報

リ
ス
ク
の
低
減
や
社
員
の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
・
モ

ラ
ル
の
向
上
、
業
務
効
率
の

改
善
や
組
織
体
制
の
強
化
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推

進
、
組
織
内
外
か
ら
の
信
頼

獲
得
、
企
業
競
争
力
の
強
化

に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果
が

あ
る
。

創業１００年、さらなる貢献へ水道機工

Ｄ
Ｘ
へ
ベ
ト
ナ
ム

Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携

キ
ッ
ツ

　

キ
ッ
ツ
は
こ
の
ほ
ど
、
グ

ル
ー
プ
の
製
造
・
販
売
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
安
定
的

な
シ
ス
テ
ム
運
用
を
図
る
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
最
大
手
Ｉ
Ｔ

企
業
の
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
と
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
宣
誓
書
を
締
結
し

た
と
発
表
し
た
。

　

今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｔ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
は
先
進
的
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
Ｉ
Ｔ
人
材
の
支
援
を
キ
ッ

ツ
に
提
供
。
キ
ッ
ツ
は
デ
ジ

タ
ル
化
と
Ａ
Ｉ
活
用
を
加
速

化
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

営
業
活
動
か
ら
商
品
開
発
・

設
計
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

を
構
築
し
て
い
く
。

　

河
野
誠
・
社
長
は
「
Ｆ
Ｐ

Ｔ
と
タ
ッ
グ
を
組
み
な
が

ら
、
市
場
・
エ
リ
ア
に
合
っ

た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
つ
づ
け
て
い
く
」と
話
す
。

２０２４年（令和６年）９月５日付

水 道 産 業 新 聞


